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★次号『図書館だより』は2012年6月下旬に発行予定です。

編集後記
まわりをよく見てみると、身近なところにデザインが活かされています。
図書館の書棚でも、新聞用、雑誌用など、並べるものによって形や大きさ
が工夫されています。
図書館だよりのデザインも、ニューアルして2年目を迎えました。今後も
図書館の魅力が伝わる誌面づくりを心がけていきます。ご意見、ご感想
をお寄せください。（M・B）

印刷･製本　有限会社オーエスユー・デジタルメディアファクトリー

この印刷物は、古紙パルプ配合率100％の再生紙を使用しています。このマークは、
３R活動推進フォーラムが定めた表示方法に則って自主的に表示しています。

◆受入中止・休廃刊

書庫リニューアル

このたび、綜合図書館は４階の閉架書庫と貴重書庫を改装し
ました。閉架書庫は蔵書冊数増加に伴い電動書架を導入。貴
重書庫は最新の壁材を取り入れ、より保存に適した書庫とし
て生まれ変わりました。
閉架書庫の資料はカウンターでの出納のほか、入庫して探す
こともできます。

INFORMATIONINFORMATION

綜合図書館からの
お知らせ

携帯電話から蔵書検索（OPAC）にアクセスできます。

http://osirabe.net/osaka-su/
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通 常  : ９：００～２１：４０(窓口業務 ９：３０～２１：００)

 ： 休館日　（注）大学行事により開館日・開館時間を変更する場合は、事前に通知します。

短 縮  : ９：3０～18：0０(窓口業務 ９：３０～17：3０)

☆…大学行事　◆…図書館行事
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☆入学式
☆前期
授業開始

◆書架整理日
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◆書架整理日

◆学生選書モニター参加申込

◆学生選書モニター参加申込

l d
◆書架整理日

◆文献検索ガイダンス

◆学生選書
　モニター

☆オープン
キャンパス

6月2日（土）
9：４５～１４：００
場 所 ： ジュンク堂書店大阪本店
募集人数 ： 10名
募集期間 : 5月7日（月）～19日（土）
受付・問合せ : 綜合図書館2階カウンター

10月にも開催予定

2012年度
学生選書モニター
開催します！

学生選書モニターとは、
学生の皆さんが書店へ行って
図書館においてほしい
本を選ぶイベントです！
皆さんの参加を待っています！

参加者募集！
（昼食含む）

図書館ツアー１

レポート・論文を書こう！（文献検索ガイダンス）２

データベース講習会３

30分で館内をめぐり、基本的な利用方法をご説明します。
お気軽にご参加ください。

本や論文の探し方を学び、検索方法などの実習を行います。
体験することで情報検索能力が身につきます。

綜合図書館で導入しているデータベースについて、より使い
やすく、便利な利用方法をご説明します。詳細は、ホームペー
ジ、ポスターなどでお知らせします。

学生に読んでほしい本２０１２４
各学部の先生方おススメの本を紹介しています。
綜合図書館のホームページ、または、2階カウンターで配布
中の一覧をご覧ください。

日 時 : 4月1日（日）～1２日（木）
 1回目１２：１５～　2回目１４：30～

日 時 : 6月４日（月）～８日（金）
　　　 1回目１２：１０～１３：１０　2回目１６：３０～１７：３０

日 時 : 6月１８日（月）～２２日（金）
　　　 ※変更する可能性があります。

集合場所 : 綜合図書館1階エントランス

申込不要

要申込

いろんな本を
読んでみよう！

情報収集の
スキルアップ！



　学生時代の私にとって、図書館は快適で心地よい居場所の一つ
でした。何か調べたいことがあって図書館へ行っても、ふと手に
取った本を読んでいるうちに別の興味がわいて、気がついたら全
然ちがうことを調べていたり。目的のことに集中すればすぐ済む
のに、あれこれと読みあさりながら長時間を過ごして、とても満ち
足りた気分になったものです。整然と分類された多数の本棚をめ
ぐり歩き、多種多様な本の数々に目移りするときのワクワク感は
今もかわりません。
　私のお薦めする本は、谷崎潤一郎の随筆『陰翳礼讃(いんえい
らいさん)』です。日本の伝統美の本質を陰翳のうちに見出し、建
築、料理、食器、衣装、芸能、化粧などさまざまな美しさを光と闇が
あやなす陰翳の濃淡の中で浮き彫りにした古典的名著です。とり
わけ漆器と羊羹(ようかん)のもつ瞑想的な深い色合いと、ほの暗
さの中でこそ醸し出される渋い味わいを描写したところは出色で
す。昭和８～９年に発表された作品ですが、鋭い視点と豊かな感
性、わかりやすい文章は、いま読んでもなるほどと共感する新鮮
な説得力があり、また趣きに富んだ余韻が残ります。
　初出以来およそ８０年、第二次世界大戦と高度経済成長をへて、
私たちを取り巻く環境は大きく変化しました。昼夜を問わず照明
が満ちあふれ、部屋の隅々まで明かりが行き届くようになりました。
しかし、東日本大震災の復興の中で節電が呼びかけられ、私たち
は普段よりやや暗めの雰囲気を体験して、むしろそこに落ち着き
や安らぎを感じることがあります。明るさが足りないと否定的に捉
えるのではなく、逆に美的感覚を研ぎ澄ませて暗さの中に何らか
の魅力を発見してみることもおもしろいでしょう。
　この本の冒頭部分で谷崎は、自身が建てた家の座敷と、暖房や
照明など新しい設備器具をしっくり調和させることの難しさを語
り、また床の間に飾る掛け軸と活け花の取り合わせ方にこだわっ
ています。複数のものごとの関係性を的確にデザインし、部分と
全体を調和させて構成する考え方は、この４月に誕生した「デザイ
ン工学部」の理念に通じるものがあります。デザイン工学部に入
学された皆さんはもちろん他学部の学生さんも、この本を通して
伝統的な住まいや和食、着物など日本文化をより深い眼差しで楽
しんでみてはいかがでしょうか。

プロフィール

◆研究分野
  建築史、居住環境史、伝統建築の保存・活用 

◆著書（共著）
　『洛北の民家』 （京都市）　4Ｆ図書　521.86/69
　『長岡京市史 建築・美術編』（長岡京市）

4Ｆ電動図書　216.2/NAG
　『総覧日本の建築 滋賀・京都』（新建築社）

4Ｆ電動図書　521/SNI
　ほか

◆フィールドワーク
　「伝統的建造物群保存対策調査」
　「国登録有形文化財（建造物）調査」
　「景観重要建造物調査」
　ほか

◆参画講座
　「京都市文化財マネージャー育成講座(建造物)」
　ほか

『陰翳礼讃』谷崎潤一郎著（中央公論社）　3F文庫　ブンコ/5756

私のお薦めする本

デザイン工学部
准 教 授
中川　等

NAKAGAWA Hitoshi

新編日本古典文学全集『平家物語』

　　　　　　　データベース「JapanKnowledge+」収録　 

『國史大辞典4』 2F参考図書 　R210.03/2/4

詳しくは
Quizの答え

祇園精舎は、釈迦とその弟子のために建てられた寺院。
「祇園」は寄進者の名前に由来し、「精舎」とは仏道修行者の
住居のことです。祇陀林寺とも言います。

１．インド

今回は綜合図書館が所蔵
している雑誌の中から、
デザイン工学部に関連の
あるものをご紹介します。

●バックナンバーは2階カ
　ウンターで申し込んでく
　ださい。３階第１閲覧室の
　雑誌は写真のように引き
　上げると約1年分のバッ
　クナンバーが置いてあり
　ます。

●雑誌は館外貸出や最新号
　の複写ができません。
　詳しくは2階カウンターま
　で。

雑誌利用時の注意

データベース
日経BP                                       
記事検索サービス

建築やデザインの旬な情報なら
『Casa BRUTUS』

コンピュータや組み込
みシステムのことなら
『Interface』だね。

『応用物理』ではセンサや液晶な
ど、物理学をテクノロジーに応用
した研究について紹介されてる
よ。

情報処理という言葉とともに誕生！
最新技術が分かりやすく解説され
ているのは、その名も『情報処理』。

現代建築と言えば
『新建築』。　
リニューアルした大
阪駅も取り上げられ
ていますよ。

まちづくりに関する論文が掲
載されている『都市計画』。
エネルギー、交通、防犯、観光
など、毎号さまざまな特集が
組まれています。

『ELLE DECORATION』には
オシャレなインテリアや小物の
写真が満載。
興味のある方必見です！

これは便利！

『CASABELLA(カザベラ)』は
ミラノ発の建築・デザイン総合誌。　
2010年分より日本語訳リーフ
レットが付いています。
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『日経アーキテクチュア』
や『日経パソコン』など日
経BP社が出版している雑
誌は学内のパソコンで閲
覧することもできます。

３階第１閲覧室

学部に関する

専門雑誌（学術雑誌）は

大型の雑誌は

右下図③

閲覧室
東側

右下図②

３階ラウンジ

ファッションやスポーツなど

一般的な雑誌は

右下図①

電子機器のトレンドは
『DIME(ダイム)』でチェック！
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